









― 813 ― 









博士の専攻分野の名称  博 士（工 学） 
学 位 記 番 号  第  ２１２７０  号 
学 位 授 与 年 月 日  平成 19 年３月 23 日 
学 位 授 与 の 要 件  学位規則第４条第１項該当 
            基礎工学研究科システム人間系専攻 
学 位 論 文 名  体幹保持に基づく介助システムの研究 
論 文 審 査 委 員  （主査） 
            教 授 新井 健生 
            （副査） 
            教 授 佐藤 宏介  教 授 宮崎 文夫  助教授 井上 健司 






















― 814 ― 
の概念を導入し設計試作を行っている。体幹保持装置は、予めベッドに仰臥する寝たきり者の体幹に容易に脱着が可
能な外骨格構造を有し、体幹の主要部分を同時に保持するとともに、上方懸架と前方懸架が可能なことが大きな特徴
である。また、現場ニーズの高い移動時の排泄処理にも対応を可能としている。 
 次に、移乗を実現するための体幹保持装置の操作法について考察と検証が行われている。全方向移動機構と吊り上
げ・引き込み式アーム機構で構成するホイスト装置を設計試作し、上方懸架による動作生成と作業分析を行なってい
る。ホイスト装置のアーム先端に体幹保持装置を取り付け、寝たきり者が自分の操作でベッドから起き上がり、椅子
机に移乗する自助移乗動作を実証している。また、体幹保持装置を前方懸架する移乗装置を設計試作し、風呂浴槽及
び自動車座席へ移乗するための端座位から座位への動作生成を行ない、移乗動作を実証している。 
 以上のように、体幹保持装置、ホイスト装置、椅子机、及び移乗装置による介助システムを提案し、上方、あるい
は前方からの懸架により、日常動作に必要な仰臥位から仰臥位、仰臥位から端座位、端座位から立位、および端座位
から座位の４種類の介助動作が可能なことを実証している。人に頼らない患者移動を目的とした、寝たきり者の「自
助」のための介助システムの実現性を立証し、技術的、学術的にも大きな成果を示しており、本論文は博士（工学）
に値するものと認める。 
